
 

 

 

各  位 

2023 年 3 月 16 日 

株式会社インプレス 

GIGA1 人 1 台端末のカメラ機能を活用した授業 61 例を収録！ 

書籍『小学校・中学校「撮って活用」授業ガイドブック』発売 

 

 

インプレスグループでIT関連メディア事業を展開する株式会社インプレス（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長：小川 亨）は、学校教育者に向けた書籍『小学校・中学校「撮って活用」授業ガイドブック ふ

だん使いの1人1台端末・カメラ機能の授業活用』を2023年3月16日（木）に発売しました。 

■GIGA1人1台端末のカメラ機能を授業に活用する事例を多数紹介！ 

GIGAスクール構想により、子どもたちが常時1人1台端末を持つ中で、これまでよりも気軽に静止画や動

画を撮影し、編集して、発信する、という「カメラ機能活用」の重要性が増しています。しかし、いまだ学

校や教師には活用や授業づくりのイメージが浸透していません。そこで、小学校・中学校・特別支援学校の

先生方、教育委員会ほか教育関係者に向けた、1人1台端末環境・カメラ機能活用のガイドブックとなる書籍

を刊行しました。 

■授業例や教育者による解説を通して、カメラ機能を活用するコツや利用パターンを解説！ 

本書は、児童生徒の「情報活用能力の育成」のポイントとなる、1人1台端末のカメラ機能を活用した授業

実践例を紹介し、カメラ機能や動画・写真を学習活動で使うコツや利用パターンなどを詳しく解説。また、

撮って活用する意味、子どもたちにつけたい力や指標、教科・領域へのランディングなどについてもわかり

やすく解説しています。 

■本書は以下のような方におすすめです 

 小学校・中学校・特別支援学校など1人1台端末を活かした授業づくりに興味がある教育関係者 

 教員を目指す学生 

ほか 



■紙面イメージ 

授業事例を要点ごとにわかりやすく紹介！ 

解説編では「撮って活用する意味」「子どもたちにつけたい力や指標」などについて説明！ 

 

 



■本書の構成 

01 授業事例 

カメラ機能を学習活動で使う場合の大きな分類である「確認」「紹介」「説明」「創造」について、61の授
業事例を紹介します。 

02 解説編 

「撮って活用する意味」「映像と言葉の行き来」「子どもたちにつけたい力や指標」「教科・領域へのラン
ディング」について解説します。 

03 研修編 

D-projectが提案する1人1台端末活用研修パッケージを紹介・解説します。 

04 D-project紹介 

D-projectの成り立ちや将来のビジョンについて紹介します。 

■書誌情報 

書名：小学校・中学校「撮って活用」授業ガイドブック 

――ふだん使いの1人1台端末・カメラ機能の授業活用 

編著者：D-project編集委員会／中川一史、佐藤幸江、前田康裕、 

小林祐紀 

発売日：2023年3月16日（木） 

ページ数：176ページ 

サイズ：B5判 

定価：1,980円（本体1,800円＋税10％） 

電子版価格：1,980円（本体1,800円＋税10％）※インプレス直販価格 

ISBN：978-4-295-01614-4 

◇Amazonの書籍情報ページ：

https://www.amazon.co.jp/dp/4295016144 

◇インプレスの書籍情報ページ：

https://book.impress.co.jp/books/1122101033 

 

 

 

■著者プロフィール 

■編著監修［D-project編集委員会］ 

 

●中川 一史（なかがわ ひとし） 放送大学 教授 

博士（情報学）。日本STEM教育学会副会長、AI時代の教育学会副会長など。中央教育審議会初等中等教育分

科会「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関する特別部会」（委員）、

内閣府「青少年インターネット環境の整備等に関する検討会」（座長代理）、文部科学省委託「デジタル教科

書の効果・影響等に関する実証研究事業」有識者会議（主査）などを歴任。『小学校プログラミング教育の

研修ガイドブック』『GIGAスクール構想［取り組み事例］ガイドブック』（いずれも翔泳社）、D-project会長、

ICT夢コンテスト審査委員長など。 

 

●佐藤 幸江（さとう ゆきえ） 放送大学 客員教授 

横浜市公立小学校を経て、金沢星稜大学人間科学部教授。2019年退職。デジタル表現研究会（D-project）

副会長。文部科学省「先導的な教育体制構築事業」委員、文部科学省委託「デジタル教科書の効果・影響等

に関する実証研究事業」有識者会議等を歴任。AI時代の教育学会（理事）、パナソニック教育財団専門委員、



JAPET&CEC「情報活用能力育成事業」委員、教科書センター評議委員。自治体のICT推進事業委員、校内研修

の講師等の経験多数。著書に『カリキュラム・マネジメントで実現する学びの未来 STE(A)M教育を始める

前に［カリキュラム・マネジメント実践10］』（翔泳社）等。 

 

●前田 康裕（まえだ やすひろ） 熊本大学大学院教育学研究科 特任教授 

熊本大学教育学部美術科を卒業後、公立の小中学校で25年教える。現職教師を務めながら岐阜大学教育学部

大学院教育学研究科を修了。その後、熊本市教育センター指導主事、熊本市立小学校教頭、熊本大学准教授、

熊本市教育センター主任指導主事を経て現職。著書に『まんがで知る教師の学び』『まんがで知る未来への

学び』シリーズ『まんがで知る デジタルの学び』（いずれもさくら社）など。 

 

●小林 祐紀（こばやし ゆうき） 茨城大学教育学部 准教授 

博士（学術）。放送大学客員准教授。公立小学校教諭を経て2015年4月より現職。専門は教育工学、ICTを活

用した教育実践研究。日本教育メディア学会理事、日本デジタル教科書学会理事、AI時代の教育学会理事。

文部科学省ICT活用教育アドバイザー、文部科学省委託事業「学習者用デジタル教科書のクラウド配信に関

するフィージビリティ検証事業」有識者会議（委員）、一般社団法人日本教育情報化振興会「情報活用能力

の授業力育成事業」委員（副委員長）などを歴任。編著・監修『これで大丈夫！ 小学校プログラミングの

授業 3＋αの授業パターンを意識する［授業実践39］』（翔泳社）ほか。 

以上 

 

【株式会社インプレス】 https://www.impress.co.jp/ 

シリーズ累計 7,500 万部突破のパソコン解説書「できる」シリーズ、「デジタルカメラマガジン」等の定期

雑誌、IT 関連の専門メディアとして国内最大級のアクセスを誇るデジタル総合ニュースサービス「Impress 

Watch シリーズ」等のコンシューマ向けメディア、「IT Leaders」、「DIGITAL X」、「Web 担当者 Forum」等の

企業向け IT 関連メディアブランドを総合的に展開、運営する事業会社です。IT 関連出版メディア事業、お

よびデジタルメディア＆サービス事業を幅広く展開しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証

スタンダード市場 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航

空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソ

リューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけ

ています。 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレス 広報担当：丸山 

E-mail: pr-info@impress.co.jp URL： https://www.impress.co.jp/ 

※弊社はテレワーク推奨中のため電話でのお問合わせを停止しております。メールまたは Web サイトからお問合わせください。 
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